

















































　渡部は，旧制豊中中から旧制六高を経て 1939 年 4 月に京都帝国大学経済学部に入学した。在学
中の 1941 年 1 月，「京大内非合法共産主義者グループ」事件により検挙されるも，堀江保蔵ゼミで






















































合の運動に献身する。京大職員組合書記長（1949 年 7 月-50 年 4 月），京都地区大学教職員組合連
合委員長（1950 年 5 月-52 年 4 月），日教組近畿地区協議会大学部幹事長（1950 年 6 月-51 年 5
月）を務めたのち，1952 年 4 月からの 1年間は京大職員組合中央執行副委員長の要職につき，職
員組合を共産党の「火炎瓶闘争」（1）路線に引き込もうとする共産党との対抗に，「大変な時間とエネ
ルギー」を費やしたのだった（渡部 1966）。
　この時期の共産党は，1950 年 1 月のコミンフォルムによる日本共産党の平和革命論批判（コミ
（1）　1951 年 10 月の日本共産党第 5回全国協議会以降の共産党がとった中国革命を範とする武装闘争路線の通称。














働組合運動史』（青木書店，1954 年 7 月）には，共産党からの容赦ない痛罵が浴びせられた。共産
党理論誌『前衛』1955 年 5 月号に掲載された同書の書評は，「文部省から数十万円の研究費をうけ
て出版され」たことをわざわざ注記したうえ，「党と労働者階級の闘争に傍観者的批判を加え，き
わめて悪質有害な役割を果たすものとなっている」との「誹謗を加えた」という（渡部 1981）。
















議会（六全協，1955 年 7 月）後の関西地方党会議（1955 年 9 月，共産党大阪府委員会で宮本顕治・
志賀義雄ら中央幹部を迎えて六全協決議の説明が行われ，関西各地の党機関から党員が結集した）
（2）　「日本労働組合全国協議会（全協）史資料（1929 年末まで）」『人文学報』1号，1950 年 12 月，「日本労働組合
全国協議会の成立事情」『人文学報』2号，1952 年 3 月，「全協史資料（1930 年 1 月 -31 年 4 月）」同前所収，「全
































　1955 年 7 月，日本共産党第 6回全国協議会（六全協）により党分裂を「克服」して議会主義へ











場での研究生活を続けていた。1955 年 1 月 1 日付の『アカハタ』に掲載された，共産党の極左冒
険主義に対する自己批判にも「自分に関係するとは信じなかった」渡部が「情勢の急変」を察知し
























（3）　井上清「党の規律と研究の自由」『前衛』臨時増刊号，1957 年 9 月。
（4）　山辺健太郎「主として社会科学の問題について」『前衛』臨時増刊号，1957 年 9 月，江口圭一「独占資本主義



















　『現代史研究』1号（1959 年 5 月）には，神山派として除名された浅田光輝（1918-2006 年）や，
旧国際派であり埼玉で現状分析研究会を率いる津田道夫（1929-2014 年）らが論考を寄せ，2号
（1959 年 7 月）には，吉本隆明（1924-2012 年）の「異端と正系」を掲載するなど，共産党批判者
による闊達な言論の場として『現代史研究』はあった。「学生運動特集」として発行された 4号


















でもある。1954 年 9 月に井上が京大人文研に着任してはじまった共同研究「米騒動の研究」の成









極東諸民族大会（1922 年 1 月）に参加後シベリアから日本に帰国してきた渡辺は，ネームプレー





















































年創立）の近代史部会は，1956 年 7 月に近代史部会の機関誌『近代史研究』の発行をはじめ，そ
の創刊号には大逆事件の生き残りとして再審請求を起こす坂本清馬（1885-1975 年）の「幸徳秋水
演説稿」を掲載した。2号（1957 年 8 月）には，小山弘健「日本社会主義史の研究によせて―古
典書などのあやまりについて」を掲載して社会運動への関心を強め，3号（1957 年 12 月）から 5

















（浪江法律事務所）に置かれ，機関誌『大阪現代史研究会会報』1号（1958 年 11 月），2号（1959
年 1 月），改題して『現代歴史』3号（日時不明），4号（1959 年 12 月）を発行し，さらに改題し








には，4号（1960 年 8 月）に「1920-30 年代の大阪地方労働者農民運動史の一側面―小岩井浄を
めぐって（1）」を寄せた岩村登志夫が参加していた。のちに小山仁示は，自身が資金面で支え続け
た同研究会の成果を「岩村登志夫という研究者を育てたこと」であったとまで語っている（谷合





















































































　こうして聴取調査の規模も飛躍的に拡大し，最終的には足掛け 4年で 130 人にのぼる当事者から
の聴取調査を行い，並行して執筆作業も進めた。原稿用紙 6,250 枚にも及ぶ大著となった本書が世
に送り出されたのは，1959 年 12 月のことであった。その構成と執筆者を以下に示しておこう。
第 1篇「明治時代」	 執筆者・山本四郎
第 2篇「組合運動の生成と発展（大正 2-14 年）」	 執筆者・松尾尊兊
第 3篇「評議会と労農党の活動（大正 14-昭和 3年）」	 執筆者・高桑末秀
第 4篇「闘争の激化と戦線の錯綜（昭和 3-7 年）」	 執筆者・渡部徹



































本書記を経て，共産党大阪府委員を務め，1961 年 7 月に構造改革派として共産党を離れ，社会主
義革新運動を経て統一社会主義同盟を結成した活動家であり理論家であった。「社会運動の研究」
班が発足した 1966 年から自治労大阪府本部に勤務し，1974 年に大阪市政調査会に転じるという大
森のキャリアからは，大森の研究班への参加には社会運動の現場と研究者をつなぐという意図も
あったのだろう。





　「社会運動の研究」班の第 2期は，1973 年 4 月にはじまる。第 1期に引き続く形で「両大戦間の
運動の分析」に進んだ本研究班の顔ぶれは変わらず，新たに古屋哲夫，宮田栄次郎，池田信，千本
秀樹，西川洋，尾崎ムゲン，守川正道，大前真らが参加する。同時に「大正・昭和初期の時代思潮































　1978 年 11 月，中江平次郎総評大阪地評議長を理事長として，財団法人大阪社会運動協会が設立
され，『大阪社会労働運動史』編纂事業が具体化した。当初は小山仁示・広川禎秀らが監修の予定
































1960 年 1 月
渡部徹「日本共産党について―ある旧党員の体験と今日の問題性」『現代の理論』34 号，1966 年 11 月
渡部徹「追憶談　岸本さんの人がら」『経済論叢』第 117 巻 5・6 号，1975 年 5 月
渡部徹「特高・留置場・軍隊（上）」『さんいち』10・11 号，1980 年 7 月，1981 年 1 月
渡部徹「特高・留置場・軍隊（下）」『さんいち』11 号，1981 年 1 月
小山弘健『途上にて―回想と感想』現代史研究所，1981 年
「渡部徹教授略歴・著作目録」『人文学報』51 号，1981 年 3 月
渡部徹「私の運動史研究―日本共産党とのかかわりを中心に」『労働調査時報』710 号，1981 年 5・6 月
二村一夫「労働運動史研究会の 25 年」『労働運動史研究会会報』5号，1983 年 4 月（オンライン版 http://
nimura-laborhistory.jp/roshiken25nen.html，2020 年 3 月 31 日最終閲覧）
小山弘健『戦前日本マルクス主義と軍事科学』エスエル出版会，1985 年
渡部徹「思い出すまま（二）―『大阪社会労働運動史（戦前編上・下）』をめぐって」『大阪社運協月報』
65 号，1993 年 4 月
渡部徹「思い出すまま（三）―『大阪社会労働運動史（戦前編上・下）』をめぐって」『大阪社運協月報』




谷合佳代子「『大阪社会労働運動史』の編纂をふりかえって」『大阪社会労働運動史』8巻，1999 年 12 月
尾川昌法「きれぎれの回想と感想」『歴史評論』685 号，2007 年 5 月
黒川伊織「『山河』と関西国民文化会議」細見和之，山田兼士，宇野田尚哉，黒川伊織，季村敏夫，丁章
『山河（復刻版）解題』三人社，2016 年
